










緒言 

ヒトは通常の社会生活を送る場合,24 時間を周期とし日中に目覚め夜間にまとまった睡眠

をとる睡眠一覚醒リズムを示す。この睡眠一覚醒リズムは環境的要因などにより生理的に

異常をきたすこともあるが,中枢神経糸病変を背景として種々の異常を示す例も認められ

る。しかしながらその睡眠一覚醒リズム障害と中枢神経系の障害部位についての検索は,

もっぱら動物において行われており,ヒトにおいての病理的検討はきわめて少ない。 

一方,周生期などの発達期に重篤な脳損傷を受けた症例のなかには,昼夜を分かたずに繰り

返し眠ったり覚めたりして明らかな概日リズムを示さないことがあり,これを全日型睡眠

(dispersed sleep)とよび,1 日のうち,ある時間にまとまった睡眠をとり,睡眠・覚醒の概

日リズムがはっきり認められる集合型睡眠(consolidated sleep)と対比される。本研究で

はこの全日型睡眠を示した症例の神経病理所見を,とくに脳幹を重点的に検索し,ヒトにお

ける同部の睡眠一覚醒リズムの形成に関する機構について考察を加え,さらに自閉症児ら

における睡眠一覚醒リズム障害と中枢神経系病変との関連を解明する一助とする。 


